
 

 

はじめまして＆おひさしぶり。本日は御立寄りありがとうございます。 

「ありすやま ぶどう」と申します、しがない SS 書き同人屋でございます。 

 

突然ですが、引越ししました。ようやく独自ドメインを取得と相成りました。 

有栖山公園設立 10 周年にしての快挙。サークルとしてもこれから細く長い活動をして

いきたいものです。今後ともよろしくお願い致します。 

 

さて、冬コミ。 

昨年から引き続き、二度目。夏を含めると連続三回目のということで、コミケ参加もそ

ろそろ板についてきたかと？ 夏冬の締め切り前の修羅場モードなど、世間の同人作家さ

ん並の事を当然のようにするようになりましたので。 

 

 

初めての夏コミサークル参加。冬から連続当選で嬉しい限り。 

今年は冷夏で、幾分か過ごしやすい会場になっていることでしょうか？ 今は前日の

夜。雨はまだ、降り止みません。涼しいほうが、楽ですからね。何より「状況、ガスっ！」

とかって叫ばなくて済みますからねぇｗ（笑い事ではない） 

 

今回、グッズを目当てに来られた方、申し訳ありません。再販の扇子のみです。これか

らは、SS 小説サークルとして、細々とやっていく予定です。生暖かく見守ってやってくだ

さい。一応夏冬とその間、年 4 回を目標に本を出していきたいなと思っております。Age

オンリーイベントが開催されなくなった今、夏冬以外は通販と次のイベントに合わせて販

売という形になっていくのでしょうけれど。 

 

今回痛感したのが、イベントだからといって根性入れて短期間で書こうとするのが如何

に間違った方向性かということ。やはり普段から、創作というものに目を向けていかなけ

れば、より上の作品は書けないのだなと。もっと尺の長い、重みのある作品を書けるよう

になりたいなと。まぁ、そんなことを考えていたりするのです。日々これ精進。というこ

とで、頑張ろう。 

 

Web 公開小説も計画中。やはり露出を増やすのが、上達の秘訣かとおもいまして。 

だって、露出の多い服着てるおにゃのこは、綺麗な子が多いですから w 

 

其之十

九 

 

昨
日
片
付
け
た
は
ず
の
酒
瓶
は
、
ま
た
部
屋
に
散
乱
し
て
い
た
。 

 

速
瀬
水
月
は
、
今
日
も
彼
の
部
屋
を
訪
れ
、
世
話
を
す
る
。 

「
一
体
ど
こ
で
買
っ
て
る
の
よ
。
ま
だ
未
成
年
だ
っ
て
い
う
の
に
」 

「
あ
ぁ
」 

 

壁
に
も
た
れ
か
か
る
孝
之
は
、
生
気
の
無
い
声
で
答
え
る
。 

「
こ
ん
な
姿
、
元
気
に
な
っ
た
遙
に
見
せ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
？
」 

 

母
親
が
子
供
に
や
さ
し
く
諭
す
よ
う
に
、
彼
女
は
孝
之
に
優
し
く
語
り
か
け
る
。

遙
と
い
う
言
葉
に
、
ピ
ク
リ
と
彼
は
反
応
す
る
。 

「
ど
ん
な
に
待
っ
て
も
遙
は
…
…
遙
は
、
起
き
な
い
ん
だ
」 

 

彼
は
力
な
く
言
う
と
、
う
な
だ
れ
た
。 

「
そ
う
。
じ
ゃ
あ
忘
れ
ち
ゃ
い
な
さ
い
よ
」 

 

彼
女
は
、
冷
た
く
、
突
き
放
し
て
言
っ
た
。 

「
お
、
お
い
っ 

今
な
ん
て
っ
！
」 

「
遙
の
事
、
忘
れ
ち
ゃ
え
っ
て
言
っ
た
の
よ
」 

 

急
に
声
を
荒
げ
る
彼
に
怯
む
こ
と
な
く
、
水
月
は
た
た
み
か
け
た
。 

「
な
ん
て
こ
と
っ
」 

 

孝
之
は
、
水
月
に
向
か
っ
て
手
を
振
り
上
げ
た
。 

「
殴
っ
て
も
良
い
よ
。
そ
し
た
ら
手
の
痛
み
で
、
私
が
こ
こ
に
い
る
っ
て
判
る
か
ら
。

夢
じ
ゃ
な
い
現
実
だ
っ
て
わ
か
る
か
ら
」 

 

水
月
は
怯
え
る
こ
と
な
く
、
彼
の
目
を
真
直
ぐ
に
見
返
し
た
。
睨
み
付
け
る
彼
と
、

視
線
が
絡
む
。 

「
や
っ
と
私
の
こ
と
見
て
く
れ
た
ね
、
孝
之
」 

「
な
に
言
っ
て
る
ん
だ
？
」 

 

悲
し
げ
に
、
で
も
優
し
く
微
笑
む
彼
女
に
孝
之
は
当
惑
し
た
。 

「
今
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
い
る
の
は
誰
？
」 

「
な
に
言
っ
て
る
ん
だ
？ 

他
に
誰
か
居
る
と
…
…
」 

「
ま
じ
め
に
聞
い
て
る
の
。
答
え
て
」 

「
は
や
…
せ
…
…
」 

力
強
い
彼
女
の
言
葉
に
、
孝
之
は
た
じ
ろ
ぎ
答
え
る 

「
そ
う
よ
、
速
瀬
水
月
よ
。
あ
な
た
の
こ
と
を
好
き
な
っ
」 

「
な
っ
…
…
」 

 

孝
之
は
驚
き
を
隠
せ
ず
、
声
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
。 

「
孝
之
こ
そ
目
を
覚
ま
し
て
。
目
の
前
の
あ
な
た
を
大
好
き
で
守
り
た
い
と
思
っ
て

る
私
を
見
て
。
遙
が
、
じ
ゃ
な
い
の
。
今
の
孝
之
を
、
私
が
…
…
私
が
見
て
ら
れ
な

い
の
、
辛
い
の
よ
」 

彼
女
は
一
気
に
言
葉
を
吐
き
出
す
と
、
孝
之
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。
そ
の
目
か
ら
、

大
粒
の
涙
を
流
し
な
が
ら
。 

「
速
瀬
…
…
」 

 

水
月
は
孝
之
を
胸
に
抱
き
寄
せ
る
と
、
そ
っ
と
頭
に
手
を
添
え
る
。 

「
孝
之
が
ん
ば
っ
た
ね
… 

も
う
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
私
が
い
る
か
ら
」 

孝
之
は
無
言
で
、
彼
女
の
胸
の
中
で
泣
い
た
。
互
い
が
そ
こ
に
居
る
こ
と
を
感
じ

な
が
ら
、
二
人
は
そ
の
場
で
静
か
に
泣
い
て
い
る
。 

孝
之
が
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
自
然
と
二
人
の
顔
は
近
づ
い
て
い
っ
た
。 

そ
し
て
、
そ
っ
と
口
付
け
る
。 

唇
が
離
れ
見
詰
め
合
う
二
人
の
顔
は
、
も
う
友
達
同
士
の
顔
で
は
な
か
っ
た
。 

平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
日
（
コ
ミ
ケ
六
十
五
）

有
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